
 

 

 

 

 

 

 
 

「だて学」は、一生もの 
校長 永 井   修 

 

■「どこ出身？」にどう答えるか 

 私が道外で学生生活を送っていたころ、必ず聞

かれるのが、「どこ出身？」。「北海道」と答えると、

「北海道のどこ？札幌？」と次なる問いが。 

 私は、「洞爺湖温泉」と自信をもって答えるよう

にしていました。離れて分かる、故郷のよさを感

じるようになりつつあったからです。 

（ちなみに、文字で「洞爺湖」と見せると、大抵の人

は「ドウジイコ」と読んでいました…） 

 

■居るからこそ気付けない、郷里の良さ 

 実は、洞爺湖温泉で過ごした 18年間は、田舎で

あることが嫌で、誇りは持てていなかったように

思います。高校も、畑に囲まれ、のどかでした。 

 学生になってから久しぶりに帰省した時、昭和

新山を下る道から見える洞爺湖・中島の美しさに、

「こんなにきれいだったのか！！」と再認識した

ことを覚えています。その日から、出身は「洞爺湖

温泉」と自信をもって答えるようになれました。 

 

■郷土で学ぶ、郷土を学ぶ、郷土から学ぶ意味 

 伊達小の６年生は、卒業制作で「藍染」を行って

います。これも「だて学」の一環です。 

 １年生は、グラウンドのそばにある「柿の木」を

学習の教材にしています。これも「だて学」です。 

 「なぜ伊達の地で藍染が行われているのか」「藍

染めとは、どのような仕組みなのか」「なんでグラ

ウンドの近くに柿がなっているの？」など、一つ

の体験から様々な疑問が生まれます。 

 個人が抱く疑問をすべて授業で取り上げること

は不可能ですが、そのきっかけを作ったり、学ぶ

ための時間を与えたりすることはできます。（これ 

が、この課題を追究・探究していく「総合的な学習 

の時間」となります。） 

 今は何も思わなくても、将来は伊達に戻りたい

と思う子もいるはずです。 

 だて学は、人生に影響を与える大切な時間だと

考えています。だて学は、「一生もの」です。 

 この冬、久しぶりに帰省する方と会う機会があ

るかもしれません。ぜひ、「伊達の良さって、なん

だろう」と話題にしてみてはいかがでしょうか。 
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この 12 月、ようやく保護者の皆様に来ていただいての授業参

観を実施することができました。 

コロナ感染拡大防止のため、１教室１５分間以内で密集する場

合は譲り合うなど、ご協力を頂きながら、無事に終えることがで

きました。保護者の方々が校内にいる光景に、「ようやく実現でき

た！」と飛び上がる思いの３日間でした。ルールの中でご参観い

ただきました皆様、大変にありがとうございました。 

 一方、６年生はコロナ感染拡大状況を鑑み、実施予定であった

調理実習を止む無く延期することといたしました。 

３学期も対応は続きますが、可能な範囲で学習活動を見ていた

だけるよう工夫をするとともに、協力を再びお願いしていきたい

と思います。
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伊達小学校は、「おはよう・ありがとう・どうぞ」「やりたい・しりたい・やってみよう」 
「わかった・できた・たのしい」のいえる子どもの育成を進めます。 
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今月より試行を始めた「マチコミでの欠席連絡」が、おかげさまで好評です。保護者の都合に併せ気軽に入力できる良さがあるよ
うです。また、学校への電話も7:30～17:30 で協力いただいており、職員の健康的な働き方に繋がりつつあります。 
あらためて、ご理解とご協力に感謝申し上げます！ 



 

◆鼓笛引継式 

 

 

 

 

 

 

 
12月 8日、伊達小鼓笛隊の 

引継式が行われました。 
 ６年生が誇りに感じ、一生 
懸命に取り組んできた思いと 
共に、５年生へ引き継がれま 
した。 
 ５年生も伊達小のリーダーへ 

向けてスタートです。 

 

◆赤い羽根共同募金 

今年も児童会思いやり委員 

会が呼びかけ行った赤い羽根 

共同募金活動では、全校児童 

と保護者のみなさんのご協力 

により、27,065円が集まりま 

した。皆様のご協力、ありがとうございました。 

 

◆みんなのオススメ本 POPコンテスト結果！ 
市立図書館が主催する上記コンテストで、本校

から次の児童が入賞いたしました。 
  入賞の有無にかかわらず、今後もお子様が読書
に親しむように家庭での声かけをお願いします。 
【中学年の部】１位 藤森  栞さん（4-3） 
       ２位 德田 和奏さん（3-3） 

        ３位 布野 結渚さん（3-1） 
【高学年の部】１位 德田 萌衣さん（5-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 27回どうしん 

私と僕の小学生新聞グランプリ 

北海道新聞社が主催する上記グランプリ 

で、瀨林 杏樹さん（4-3）が 5,910 点の作 

品の中から「佳作」に入賞しました。 

 

◆第 68回青少年読書感想文コンクール 

北海道学校図書館協会が 

主催する上記コンクールで、 

布野 結渚さん（3-1）、 

笹谷 朱里さん（1-3）が 

「入選」に入賞しました。 

 

日 曜 学 校 行 事 給食 下校時刻 

1 日    

2 月    

3 火    

4 水    

5 木    

6 金    

7 土    

8 日    

9 月    

10 火    

11 水    

12 木    

13 金    

14 土    

15 日    

16 月 【集会日課】４時間日課給食なし 
始業式  図書返却 × 12:30 

17 火 生活リズムチェック週間（～23 日） 
ノーゲームデー 〇 

14:15 
15:05 

18 水  〇 
14:00 
14:50 

19 木  〇 
14:00 
14:50 

20 金 図書貸し出し開始 〇 14:15 

21 土    
22 日    

23 月 児童会⑨ 〇 
14:00 
14:50 

24 火  〇 
14:15 
15:05 

25 水 集金日  ふりかえりタイム 
新１年生１日体験入学・保護者説明会 

〇 
14:00 
14:50 

26 木 集金日 〇 
14:00 
14:50 

27 金  〇 14:15 
28 土    

29 日    

30 月  〇 
14:00 
14:50 

31 火 月末統計 〇 
14:15 
15:05 

 

 

１月の主な行事予定について 

12/29～1/4 の期間、学校を閉鎖しておりま
す。職員が不在となるため、学校への緊急連
絡等がある場合、この期間は次の電話番号
にお問い合わせください。 
080-8832-1652 

 【12/29～1/4 緊急連絡用】 

◆新型コロナに関する冬季休業中の生活について 

・休業中に PCR 検査等の実施があった場合、学校までお

知らせ頂きたく、ご協力をお願いいたします。 

・感染拡大防止の観点から、他の家に保護者の了解なく行

き来することがないようご注意ください。 

・「健康観察シート」に毎日の検温結果の記録をしてくださ

い。（１月の分は、３学期開始後も継続して使用します。） 

 

◆各種相談窓口について 

「自殺対策白書」でも指摘されているとおり、１８歳以

下の自殺は、学校の長期休業明けにかけて急増する傾向

があります。いじめについても、現在対応中の事案もあ

りますが、いじめの芽は至る所にあると考えています。

いつでも学校に相談いただくとともに、必要に応じ、マ

チコミで送信した「主な相談窓口」をご参照ください。 

不審者遭遇、事件、 

事故等の緊急時は 

学校ではなく警察や 

消防への連絡を！ 


